




研究目的 

本年度は過去 2年の研究に続き,未熟児網膜症の予防を目的として,産科学,小児科学,眼科

学のそれぞれの立場から研究を行うとともに,昨年度に引き続き重点課題として,研究班員

の所属する昭和大学,国立岡山病院,日赤医療センターの 3 施設の共同により,未熟児網膜

症の発症状況と成因に関する検討を行い,予防に関する指針作りの基礎的資料を得ること

に努めた。なお本年度は,1)網膜症重症度と臨床要因との関係,2)網膜症重症例における臨

床要因と眼科的経過,治療についての検討を行うこととした。 

産科学の立場から荒木らは,昨年度に引き続き,妊娠中や分娩時の母体への酸素投与が,未

熟胎児の酸素運搬能にいかなる影響を与えるかを,妊娠ヒツジ,ヤギを用いて,母体酸素投

与と網膜症発症の関連性について検討した。 

眼科学の立場から植村らは,昨年度に引き続き幼若ビーグル犬を用い,ヒト重症網膜症こと

に瘢痕病変の実験モデルの作成を目標に研究し,馬嶋らは,未熟児網膜症の発生・進行と動

脈血二酸化炭素分圧との関連性の有無を実証すべく研究をそれぞれ施行した。 

小児科学の立場から五十嵐は,出生早期の酸素投与法と未熟児網膜症の予防的効果につい

ての研究を行った。 


